







organization development; Nevis, 2004）」または「ゲシュタルトOSD（Gestalt 



































レーニング）やアクションリサーチであるとされている（French & Bell, 
1999）。Tグループの誕生と発展に寄与した米国NTL Institute（正式名称







ていった（亀田, 1987; 中村, 2010）。たとえば、Cummings & Worley（2009）
はODで用いられる手法を、「人的プロセスへの働きかけ（human process 
interventions）」、「技術・構造的働きかけ（technostructural interventions）」、





























値観に基づいた実践のフィールド（value-based field of practice）」（Marshak, 
2006, p.16）とし、ODで重視されている価値観として以下の４つを挙げた。①
ヒューマニスティックな価値観（人間尊重と人間の潜在力への信頼）、②民主




























































































学（Western Reserve University; 現在のケース・ウェスタン・リザーブ大学 
Case Western Reserve University）で教鞭を執っていた。彼はクリーブラン














ツ州に本拠地を置くGestalt International Study Centerを開設して、そこを活


























































































































































































　ユニット・オブ・ワーク（unit of work）もNevis（1987, p.44）において提
唱された概念であり、ゲシュタルトODの考え方の特徴として紹介されてい




















選択すること（choosing what to attend to）、③その選択を実行すること（acting 
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